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●活動報告

令和４年度
秋の阿蘇野の花観察会
2022年9月17日

防火帯作り、草刈り・草集め
2022年9月～11月

草原応援エコツアー
2022年9月11日・12日

ハナカズラ

秋の阿蘇野の花観察会（令和4年9月17日）



▶2022年9月17日（土）、秋の観察会を開

催しました。巨大台風が迫り、明日は暴

風雨という状況で、開催が危ぶまれまし

たが、なんとか今日の午前中は持ちそう

だとの判断で実施したものです。

▶台風の備えのために欠席するという

方もいらっしゃいましたが、それでも30

名の参加での開催となりました。

▶ハナカズラを観るためだけに県外か

ら参加されている方もありましたが、満

足されたでしょうか。

▶防火帯作りを9月23日(金：秋分の日)、７名の参

加者で実施しました。11月の刈草焼きに向けて、

草原とスギの植林地などの境にある草を幅 10～

20m、長さ500mほどにわたって刈払い機などで

刈り取りました。

▶また、9月21日には熊本県の阿蘇草原保全支援

システムで実施されている「輪地切り支援ボラン

ティア」の支援を受けて、12名で1500mほどの防

火帯作りを実施しました。

▶さらに、1週間後の9月30日には、刈った草を焼

いて防火帯を完成させました。

活動報告

令和４年度

秋の
阿蘇野の花
観察会
2022年9月17日（土）

活動報告

防火帯づくり
2022年9月21日・23日・30日



▶例年３月末に春の野焼きを実施してきましたが、今

年度からその野焼きを中止し、11月5日に、代わりと

なる「刈草焼き」を実施しました。山中理事長以下、地

元の方々も含めて13名の参加で実施しました。

▶春に焼いても秋に焼いても、どちらも変わらないの

ではと思われる方も多いと思いますが、実際にやって

みるとまったく違います。草を焼くという行為は、同

じなのですが、延焼の危険性がまったく違っていま

す。秋の「刈草焼き」は、まだ草が緑色をしている時期

に行いますので、刈り取っていない周辺の植物は水分

を含んでいてほとんど燃えることはありません。

▶春の野焼きでは、周囲の草が枯れていてたいへん燃

えやすくなっているため、延焼を心配しなければなり

ませんが、秋の「刈草焼き」ではその心配がほとんどあ

りません。緑色の草に燃え移っても、すぐに鎮火して

しまいますので、安心して焼くことができるのです。

草刈りをした場所も含め、約５haの草原の草を燃や

して、刈草焼きは無事終了しました。秋のうちに、草原

の草刈り・刈草焼きが終わり、来年の春を迎える準備

ができました。

▶10月1日（日）、秋晴れの空のもと草刈りを実施しました。

今年は、少し奥に入ったヤツシロソウなどがたくさん咲く

ようになった草原約70aの草刈りを行いました。11名の参加

で、一人当たりの面積もかなり広く、午前中だけでは終了せ

ず3時過ぎまでの作業となりました。リンドウなどが咲き始

めていて、ムラサキセンブリやウメバチソウが咲き始めて

いました。

▶草刈りから一週間後の10月8日（日）に、草集めを実施しま

した。今回は、(株)パソナから35名の応援をいただき、花野協

会会員等13名と合わせて合計48名という大勢の参加者での

作業となりました。パソナの参加者の方は、熊本だけでなく

福岡、長崎、宮崎、鹿児島と九州一円から参加していただき

ました。阿蘇花野協会の会員も、遠くは山口や佐賀、福岡か

ら参加して草集めをしていただきました。

▶この日は午前中は天気に恵まれ、斜面での汗をかきなが

らの作業となりました。集めた草はへーベーラーという大

型機械で、直方体の「刈干パック」と呼ばれる固まりにして、

牛の飼料や野草堆肥として利用されます。ご参加のみなさ

ま、お疲れさまでした。 
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刈草焼き
2022年11月5日（土）

活動報告

草刈り
2022年10月1日（土）

草集め
2022年10月8日土）



発行

11月

２月

３月

８月

９月

10月

●盛夏の阿蘇野の花観察会　８月６日（土）　予備日：８月７日（日）　
　阿蘇花野トラスト地　ヤツシロソウ、カワラナデシコ、オミナエシ、ワレモコウなど

●秋の阿蘇野の花観察会　9月17日（土）　予備日：９月18日（日）　
　阿蘇花野トラスト　ハナカズラ、イヌハギ、シオン、オオユウガギク、ヤマジノギクなど

■会報誌「花野たより Vol．58」発行　　　　

●茅刈り講習会　２月1日（水）
●茅刈り　２月２日（木）～

■会報誌「花野たより Vol．60」発行
●野焼き（中止）

●防火帯作り　９月23日（金・秋分の日）　予備日：９月24日（土）、９月25日（日）　
●県支援事業・防火帯作り　９月21日（水）
●県支援事業・防火帯焼き　９月30日（金）

●草刈り　10月１日（土）　予備日：10月２日（日）
●草集め　10月８日（土）　予備日：10月９日（日）、10月10日（月・スポーツの日）
●刈干パック作り　10月９日（日）～

■会報誌「花野たより Vol．59」発行

●秋の刈草焼き　11月５日（土）　予備日：11月６日（日）

2022年度の活動スケジュール

１月

阿蘇花野協会は、下記の各団体からの寄付・助成金を受け、活動しています。

INFOR
MATIO

N ●阿蘇野の花観察会　●草刈り・防火帯作り
●野焼き　■会報誌発行　★調査研究活動　

k.mori@airs.ne.jp（広報担当：森）
〒862-0912  熊本市東区錦ケ丘３番15号　
TEL：096-240-2906　FAX：096-300-3339

▶９月11日（日）、12日（月）に草原応援エコツアーを実施しました。この企画は、認定NPO法人阿蘇花野協会と一般社団法人高森観

光推進機構が連携して企画した、寄付金付きの特別なエコツアーです。２日間で、16人の方々の参加がありました。

▶天気に恵まれ、オミナエシなど秋の七草をはじめとする草原の植物を観察しました。アンケートでは、ほとんどの方がまた参加

したいとの意向で、半数以上の方が新たに会員になっていただきました。

「草原エコツアー」を実施しました。
活動報告

「秋の観察会」「防火帯作り」「草刈り・草集め」と秋の活動も無事に終了
しました。パソナ様をはじめ、多くの皆さんのご参加・ご協力のおかげです。
ありがとうございます。残念ながら恒例だった春の野焼きは中止となりま
すが、4月には春の観察会で皆さまとお会いしたいと思います。

▼高森観光推進機構Facebookより

環境省
Ministry of the Environment公益信託大成建設 自然・歴史環境基金


